
 

令和５年度 中学校教育研究協議会御案内 
 

                                                                                             

                              令和５年４月吉日 

 

ご あ い さ つ 

 

 陽春の候、先生方におかれましては、益々御健勝のこととお慶び申し上げます。また、日頃から本校の教育

実践や研究に対して、多大なる御理解・御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 本校では、昨年度より新たな研究テーマ「挑戦心を育む『令和の日本型学校教育』の実現」に向け研究を進

め、自信がないときでも失敗を恐れないで挑戦する、情報を関連付けて新しい考えを生み出す力が向上するな

ど、一定の成果が見られました。今年度は副題を新たに「挑戦心を高め、思考を深める協働的な学びのデザイ

ン」とし、「令和の日本型学校教育」における個別最適な学びと協働的な学びの往還による学びの質の向上に

ついての検証・改善、生徒の挑戦心を育む探求課題と協働的な学びの関わりの検証・改善、ICT とのベストミ

ックスによる学びの在り方の検証・改善などに取り組んで参りました。 

 中学校教育研究協議会では、各教科の特性等を踏まえた研究成果を発表するとともに、ワークショップなど

の機会を通じて各学校で応用できる実のある研究協議会を進めていく所存です。つきましては、是非御来校い

ただき、御意見・御指導を賜りたく御案内を申し上げます。 

 
埼玉大学教育学部附属中学校長  関口 睦 

 

 

令和５年度 中学校教育研究協議会開催要項 

１ 研究主題 

「挑戦心を育む『令和の日本型学校教育』の実現」 

～挑戦心を高め、思考を深める協働的な学びのデザイン～ 
 
２ 期  日  令和５年５月２３日（火）・５月２４日（水） 

３ 会  場  埼玉大学教育学部附属中学校 〒336-0021 さいたま市南区別所 4-2-5  

                     電話 048-862-2214  FAX 048-865-6484 

４ 趣  旨  上記主題のもとに実践上の諸問題について提案、および研究協議をする。 

５ 主  催  埼玉大学教育学部附属中学校 

６ 後  援  埼玉県教育委員会 さいたま市教育委員会 埼玉県連合教育研究会 

        埼玉県中学校長会 さいたま市中学校長会 埼玉県市町村教育委員会連合会 

７ 日  程 

 
 
  
 

 
 

12:30～ 
 

受付 
 

13:00 ～ 13:15 
 

校長挨拶 
総論説明 

13:25 ～ 14:15 
 

研究授業Ⅰ 
 

 
移 
 

動 

 

14:30 ～ 15:20 
 

研究授業Ⅱ 

または講演会 

 
移 
 

動 

 

15:35 ～ 16:45 
 

教科等分科会等 
 

                                                 ※教科等分科会等には講演会も含みます。 

８ 持 ち 物  下足袋と上履きをお持ちください。 



９ 教科等研究授業・研究協議（分科会） 

第１日 ５月２３日（火） 

 (１) 研究授業等 １校時（13:25～14:15） ２校時(14:30～15:20) 

教 科 等 学年・組 校時 授 業 者 題   材   等 

国語 

１年Ｂ組 １ 大 谷   颯 表現を工夫して自分の考えが伝わるスピーチをしよう 

２年Ｄ組 １ 碓 氷  愛 実 表現の効果を考えて随筆を書こう～言葉で飾る生活のひとコマ～ 

３年Ｃ組 ２ 大 塚  悠 希 感想をアップグレードしよう～「握手」を批判的に読む～ 

数学 
２年Ａ組 ２ 奥 田  勇 司 三角形と四角形 

３年Ｄ組 １ 岸 本  航 司 多項式 

理科 
２年Ｃ組 １ 山 本  孔 紀 化学変化と原子・分子 

３年Ｂ組 ２ 谷 津  勇 太 運動とエネルギー 

音楽 
２年Ｂ組 １ 栁 下  康 明 曲想と歌詞の内容との関わりを理解して、工夫して歌おう 

１年Ｃ組 ２ 栁 下  康 明 曲想と音楽の構造との関わりを理解して、音楽のよさを味わって聴こう  

美術 
３年Ａ組 ２ 小 西  悟 士 「〇〇を着る！」〜ファッションの可能性を考える〜 

２年Ａ組 １ 吉 田  真 梨 これが名物！ご当地○新 駄菓子開発会議！！ 

  
(２) 研究協議 分科会（15:35～16:45） 

教 科 等 研 究 主 題 教科等提案者 指 導 助 言 者 司  会  者 

国

語 

実社会や実生活に生きて働く国
語の資質・能力を育成する授業
の創造 
～自ら言葉を吟味する必要の 
ある単元の開発～ 

附属中学校国語科 
   大塚 悠希 
   碓氷 愛実 
   大谷  颯 

県教育局市町村支援部 
義務教育指導課主任指導主事

淺井 大貴 深谷市立南中学校 
教諭 牧田 麗 

埼玉大学准教授 
本橋 幸康 

数

学 

統合的・発展的に考察する力を
育成する数学学習指導 
～新たな問いを見いだす学びの
デザイン～ 

附属中学校数学科 
岸本 航司 
奥田 勇司 
大野 洋嗣 

県教育局市町村支援部 
義務教育指導課指導主事 

松本 信寿 新座市立第三中学校 
教諭 曽我部 大希 

埼玉大学教授 
二宮 裕之 

理

科 

自然を主体的・科学的に探究す
る資質・能力の育成 
～多様な学習成果を生かす授業
を通して～ 

附属中学校 理科 
   山本 孔紀 
   谷津 勇太 
   小岩井 爽 

県教育局市町村支援部 
義務教育指導課主幹兼主任指導主事
    山﨑  斉 越谷市立富士中学校 

教諭 尾形 大 
埼玉大学准教授  

中島 雅子 

音

楽 

生涯にわたって音楽に親しむ資
質・能力の育成に向けた授業改
善 
～試行錯誤を繰り返し、音楽 
表現を追究する生徒の育成～ 

附属中学校音楽科 
   栁下 康明 
   大浦 早紀 

県教育局市町村支援部 
義務教育指導課主任指導主事

佐藤 太一 新座市立第五中学校 
教諭 古沢 希美 

埼玉大学准教授 
森   薫 

美

術 

自らの理想を追求し続ける生徒
の育成を目指した学習指導の工
夫 
～試行錯誤を促す3年間を見通し
た学びのデザイン～ 

附属中学校美術科 
   小西 悟士 
   吉田 真梨 

県教育局市町村支援部 
義務教育指導課指導主事 

新居 良介 さいたま市立東浦和中学校 
教諭 石神 憲二郎 

埼玉大学准教授 
平野 英史 

 

 

 

 



 

第２日 ５月２４日（水） 

(１) 研究授業等 １校時（13:25～14:15） ２校時(14:30～15:20) 

教 科 等 学年・組 校時 授 業 者 題   材   等 

社会 

１年Ａ組 ２ 石 髙  吉 記 
歴史的分野 Ａ 歴史との対話（2）身近な地域の歴史 
～次世代へ受け継ぎたい！私たちの地域の歴史～ 

２年Ｃ組 ２ 髙 橋  佑 樹 
地理的分野 Ｃ 日本の様々な地域（1）地域調査の手法 
〜歩いて発見！附中周辺の特色〜 

３年Ａ組 １ 細 野  悠 司 
公民的分野 Ｂ 私たちと経済（1）市場の働きと経済 
～すごいポロシャツ屋さんによる新商品発表会～ 

保健 
体育 

２年Ａ組 １ 山 田  大 生 球技（ネット型 バレーボール） 

ワークショップ ２ ワークショップ 埼玉大学 教授 石川 泰成 

技術
・ 

家庭 

２年Ｂ組 １ 木 村   僚 Ｂエネルギー変換の技術「身近な動力伝達技術の活用を考えよう」 

２年Ｃ組 １ 宗  真 理 子 Ｃ消費生活・環境（２）消費者の権利と責任 

ワークショップ ２ UDLフレームワークを用いた授業設計に関するパネルディスカッション  

英語 
２年Ｄ組 １ 蓬 澤   守 PROGRAM 2 Leave Only Footprints 
ワークショップ ２ 英語科における「思考・判断・表現」の指導の在り方について 

学校
保健 

３年Ｂ組 １ 内田 貴美子 健康な生活と疾病の予防（カ）健康を守る社会の取組 

３年Ｂ組 ２ 
七木田  文彦 
内田  貴美子 

学級活動（２）心身共に健康で安全な生活態度や習慣の形成 

 

(２) 研究協議 分科会（15:35～16:45） 

教 科 等 研 究 主 題 教科等提案者 指 導 助 言 者 司  会  者 

社
会 

公民としての資質・能力の基礎
を育成する社会科学習 
～必要感がある協働的な学びを
生み出す学習指導の工夫～ 

附属中学校社会科 
   石髙 吉記 
   細野 悠司 
   髙橋 佑樹 

県教育局市町村支援部 
義務教育指導課指導主事
    丸橋 直樹 さいたま市立指扇中学校 

教諭 佐藤 紗李 
埼玉大学教授 

桐谷 正信 

保
健
体
育 

豊かなスポーツライフを実現す
る資質・能力の育成へ向けた授
業改善 
～課題の合理的な解決に夢中に
なる生徒の育成に向けて～ 

附属中学校保健体育科
   山田 大生 
   松本 菜美 

県教育局県立学校部 
保健体育課指導主事 

新井 知章 
上尾市立太平中学校 
教諭 大山 智史 埼玉大学教授 

石川 泰成 
埼玉大学准教授  

古田  久 

技
術 
・ 
家
庭 

未来を切り拓く資質・能力の育
成 
～UDLのフレームワークで構築す
る学習指導の提案～ 

附属中学校技術・家庭科
（技術分野）木村 僚 
（家庭分野）宗 真理子  

（技術分野）
県立総合教育センター指導主事 

加藤  敦 
（家庭分野）
県立総合教育センター指導主事 

大山 方住 

（技術分野） 
所沢市立美原中学校  
教諭 船橋 秀太 

 
（家庭分野） 

越谷市立東中学校 
教諭 佐久間 陽子 

 

（技術分野）埼玉大学教授 
山本 利一 
埼玉大学教授 
名越 斉子 

（家庭分野）埼玉大学教授 
    重川 純子 

英
語 

コミュニケーションの質の向上
を図る学習指導の工夫 
～他者との協働を大切にして、
主体的に課題を乗り越えようと
する生徒の育成～ 

附属中学校英語科 
   蓬澤 守 
   小内 貴司 
   池田 翔吾 

県教育局市町村支援部 
義務教育指導課指導主事

杉﨑  亮 草加市立谷塚中学校 
教諭 小泉 拓也 

埼玉大学教授  
及川  賢 

学
校
保
健 

一人ひとりの質の高い学びの実
現に向けた健康教育 
～これからを創造し、多様な選
択を尊重して支え合う力を養う
～ 

附属中学校養護教諭  
  内田 貴美子 

県教育局県立学校部 
保健体育課 指導主事 

澤村 文香 川口市立在家中学校 
養護教諭 松原 朋世 

埼玉大学准教授 
七木田 文彦 



９ 備  考 ・本研究協議会は，教義指第８６１号（令和４年１２月１３日付）により，埼玉県教育委員会

の後援承認済みです。 

             ・本研究協議会は，教学指１第６１４３号（令和４年１２月１９日付）により，さいたま市教

育委員会の後援承認済みです。 

             ・５月１６日（火）までに申し込みフォームにてお申し込みください。 

        ※下記ＵＲＬまたはＱＲコードを読み込んでください。 

         

 

 

      

   

 

 

・当日，受付にて一人あたり参加費（資料代）として 2,000 円いただきます。 

（県内公立小中学校初任者及びご来賓の方々には参加費をいただきません。） 

・今後の社会情勢により、開催方法を変更することもございますので、本校のホームページ

（アドレス http://www.jhs.saitama-u.ac.jp）を随時ご確認くださいますようお願いいた

します。 

 

 

 

 

 

【参加申し込みサイト】 

https://forms.gle/Sib6j4yWbhGvoEvp6 

 

※申し込みにはメールアドレスの入力が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 案 内 図  宇都宮線・高崎線・京浜東北線： 

埼京線： 

浦和駅西口下車徒歩約 20分 

中浦和駅下車徒歩約 10 分 

 

本 校 正 門  

 

 

埼玉大学教育学部附属中学校 

さいたま市南区別所 4-2-5 

TEL 048-862-2214 

FAX 048-865-6484 

http://www.jhs.saitama-u.ac.jp/
https://forms.gle/Sib6j4yWbhGvoEvp6

